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コンブを原料とした
アルコール生産技術の開発

コンブ分解酵素を生産する微生物の分離、
ラミナリン分解菌の分離、海洋性酵母の分
離を行い、各工程に必要な材料を調製す
る。最終的に、コンブから効率よくアルコー
ル生産を目指す。

気候変動／海洋バイオマス／コンブ／アルコール発酵／遺伝子工学キーワード

地球の気候変動への対応にともない、日本の
脱炭素社会を目指すためにも、日本最大の資
源である海洋バイオマスを限活用する必要が
ある。バイオエタノールの原料となるコンブに
着目し、アルコール生産技術を開発する。

コンブのヌメリ成分（アルギン酸）を酵素的に分
解し、コンブ分解菌によりコンブを分解する。こ
の分解液に組換えラミナリナーゼを作用させ、
得られるグルコースを原料に、海洋性酵母によ
るアルコール生産を行う。

上記の一連の工程を1つの反応槽ないで行い、効率化を図る。
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